
（１１）　　広報　　　　　№７００　平成２１年３月１０日

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
で
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
メ
ロ
デ
ィ
ー
発
表
会

□日
 

３
月　

日
�　

午
後
１
時　

分
開
演

２９

３０

□場
 

八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室　

□内
 

組
曲
「
野

菜
！
や
さ
い
！
ヤ
サ
イ
！
」、ハ
ッ
ピ
ー

メ
ロ
デ
ィ
ー
ほ
か　

□費
 

無
料　

□問
 

本
間

�　

・
７
９
４
０

９９６
絵
手
紙
倶
楽
部
会
員
募
集

　

心
を
贈
る
絵
手
紙
を
、
あ
な
た
も
描

い
て
み
ま
せ
ん
か
？

□日
 

毎
月
第
２
土
曜
日
・
第
４
金
曜
日　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分　

□場
 

八
幡

３０

３０

公
民
館
ほ
か　

□費
 

入
会
金
１
０
０
０

円
、
月
会
費
３
０
０
０
円
※
月
１
回
の

場
合
１
５
０
０
円　

□問
 

秋
元
�　

・
３

０９０

０
８
３
・
８
６
１
２

ペ
ン
習
字
教
室
（
書
心
会
）

□日
 

毎
週
月
曜
日　

午
前　

時
〜
正
午　

１０

□場
 

や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か　

□内
 

ペ
ン

習
字
の
基
本
か
ら
学
ぶ
※
見
学
自
由　

□持
 

ペ
ン
（
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
）、
ノ
ー
ト

□費
 

月
会
費
２
５
０
０
円　

□問
 

篠
田
�　
９９６

・
８
３
４
６

根
本
着
付
け
サ
ー
ク
ル

　

興
味
の
あ
る
方
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□日
 

毎
週
水
曜
日　

午
前　

時
〜
正
午　

□場
 

１０

や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か　

□費
 

入
会
金
１

０
０
０
円
、
月
会
費
３
０
０
０
円　

□問
 

タ

カ
ノ
�　

・
８
９
３
０

９９６

越
谷
西
高
Ｏ
Ｂ
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

□日
 

３
月　

日
�　

午
後
１
時　

分
開
演　

２２

３０

□場
 

八
潮
メ
セ
ナ　

□内
 

カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
、

篤
姫
、
久
石
譲
ア
ニ
メ
メ
ド
レ
ー
ほ
か　

□費
 

無
料　

□問
 

演
奏
会
実
行
委
員
会
・
佐
久

間
�　

・
６
４
４
９
・
０
３
７
７

０７０

ヨ
ー
ガ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
チ
ュ
ー
ブ

　

体
験
入
学
歓
迎
で
す
！

□日
 

毎
週
火
曜
日　

午
後
７
時　

分
〜
８
時

３０

　

分　

□場
 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂

３０ほ
か　

□内
 

チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
た
健
康
体
操

※
チ
ュ
ー
ブ
は
貸
し
出
し
し
ま
す　

□費
 

月

会
費
２
５
０
０
円　

□問
 

工
藤
�　

・
１
７

９９７

５
３

豊
か
な
人
生
設
計
と
住
宅
購
入
の
考
え
方

講
座

□日
 

３
月　

日
�　

午
前　

時　

分
〜
・
午

２２

１０

３０

後
２
時
〜　

□場
 

や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ
ミ

ナ
ー
室
３　

□内
 

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
よ
る
、
豊
か
な
生
活
を
送
る
為

の
、
無
理
の
無
い
住
宅
購
入
の
考
え
方
と

人
生
設
計　

□費
 

無
料　

□問
 

持
ち
家
促
進
会

・
山
本
�　

・
９
９
６
６
・
５
０
３
８

０９０

税
金
・
経
営
・
資
金
繰
り
無
料
相
談
会

□日
 

３
月　

日
�　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１７

１０

（
時
間
外
･
電
話
相
談
可
）　

□場
 

八
潮
民

主
商
工
会　

□内
 

商
売
と
暮
ら
し
の
こ
と
等

な
ん
で
も
相
談　

□費
 

無
料　

□問
 

八
潮
民
主

商
工
会
・
中
村
�　

・
６
９
６
２

９９５

歯
と
健
康
に
つ
い
て
〜
知
っ
て
る
よ
う
で

知
ら
な
い
歯
と
健
康
の
関
係
〜

□日
 

４
月
９
日
�　

午
後
７
時
〜
８
時　

分
３０

□場
 

八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
多
目
的
ホ

ー
ル
Ａ
（
八
潮
駅
前
）
※
専
用
駐
車
場
・

駐
輪
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

□対
 

健
康
に
興
味

関
心
が
あ
る
方　

□内
 

歯
科
医
に
よ
る
歯
と

健
康
に
つ
い
て
の
講
演　

□費
 

無
料　

□問
 




八
潮
青
年
会
議
所
・
小
幡
�　

・
３
２
１

０９０

４
・
４
９
２
３

相
続
手
続
き
と
遺
言
書
の
書
き
方
の
講
習

・
相
談
会

□日
 

３
月　

日
	　

午
前　

時
〜
正
午　

□場
 

２８

１０

八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室
Ａ　

□定
 
　

人　

□費
 

無

１５

料　

□問
 

遺
言
相
続
後
見
ネ
ッ
ト
・
大
越
�

　

・
５
１
５
２

９４６八
潮
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

□日
 

３
月　

日
	　

午
後
２
時
開
演　

□場
 

八

２８

潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル　

□内
 

瑜
伽
行
中
観
〜
吾

妻
鏡
異
聞
〜
、
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
・
メ
ド
レ

ー
、
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
ほ
か　

□費
 

無
料　

□問
 

八
潮
中
学
校
・
日
暮
（
ひ
ぐ
ら
し
）
�

　

・
４
２
１
９

９９６

ら
徒
歩
約　

分
、
ま
た
は
飯
島
興
業
バ
ス

１４

で
「
中
央
公
民
館
入
口
」
下
車
）

□内
 

芸
能
音
楽
、
作
品
展
示
、
陶
芸
・
俳
句

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど　
　

□費
 

無
料

□問
 

中
央
公
民
館　

�　

・
１
２
３
１

９８１

�古
利
根
川
桜
ま
つ
り

□日
 

３
月　

日
	
〜
４
月
５
日
�
※
開
花
状

２８

況
に
よ
り
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

夜
桜
観
賞
（
ち
ょ
う
ち
ん
点
灯
）
／
開
催

期
間
中
の
午
後
６
時
〜
９
時

□内
 

古
利
根
川
堤
で
は
、
延
長　

キ
ロ
メ
ー

１.５

ト
ル
に
わ
た
り
約
１
５
０
本
の
桜
の
木
が

見
事
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

桜
ま
つ
り
期
間
中
は
、
ち
ょ
う
ち
ん
を

点
灯
し
、
夜
桜
も
楽
し
め
ま
す
。

□問
 

松
伏
町
環
境
経
済
課　

�　
・
１
８
５
３

９９１

松
伏
町

�三
郷
演
劇
祭

□日
 

４
月　

日
	
・　

日
�　

午
後
１
時
開

２５

２６

演□場
 

鷹
野
文
化
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

三
郷
駅
か
ら
金
町
駅
行
き
バ
ス
で
「
八
木

郷
橋
」
下
車
徒
歩
４
分
）

出
演
／
三
郷
北
高
校
演
劇
部
ほ
か
７
団
体

□定
 

２
９
８
人
（
当
日
先
着
順
）

□費
 

無
料

□問
 

三
郷
市
鷹
野
文
化
セ
ン
タ
ー　

�　

・９５６

９
０
１
０

�公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

□日
 

３
月　

日
	　

午
前　

時
〜
午
後
５

１４

１０

時
、　

日
�　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

１５

３０

□場
 

吉
川
市
中
央
公
民
館
（
吉
川
駅
北
口
か

三
郷
市

吉
川
市

ゲ
ス
ト
／
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
高
橋
尚
子
さ
ん

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
日

会
場
付
近
で
は
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

□問
 

草
加
ふ
さ
さ
ら
マ
ラ
ソ
ン
２
０
０
９
実

行
委
員
会　

�　

・
２
８
６
１

９２２

�森
山
良
子
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
９
〜
２
０

１
０

□日
 

４
月
４
日
	　

午
後
５
時　

分
開
演

３０

□場
 

サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル

□内
 

「
涙
そ
う
そ
う
」「
さ
と
う
き
び
畑
」
な

ど
、
次
代
に
歌
い
継
が
れ
る
ヒ
ッ
ト
曲
を

送
り
出
し
て
き
た
森
山
良
子
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト

□費
 

全
席
指
定
６
５
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
不
可

□問
 

サ
ン
シ
テ
ィ　

�　

・

１
１
１
２

９８５

越
谷
市

　

近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。。

�草
加
ふ
さ
さ
ら
マ
ラ
ソ
ン
２
０
０
９

□日
 

３
月　

日
�　

午
前
８
時
か
ら
（
雨
天

２９

決
行
）

□場
 

そ
う
か
公
園
多
目
的
運
動
広
場
を
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
市
内
特
設
コ
ー
ス

□内
 

市
制　

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
締
め
く

５０

く
り
と
し
て
、
市
内
初
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
を
開
催
し
ま
す
。　

草
加
市

っ
て
み
た
い
な

な
り
ま
ち

っ
て
み
た
い
な

な
り
ま
ち

行
と

　
　
　
　
　
　
　

　
�

　
　
　
　
　
　

木
曽
根　
　

�
谷　

多
門

 
凍 
て
し
夜
の
老
い
の
歩
み
を
助
け
む
と

い

　
　
　

木
原
に
薄
く
新
月
の
浮
く

　
　
　
　
　
　

南
後
谷　
　

杉
村　

セ
ツ

春
う
ら
ら
幸
い
告
げ
る
福
寿
草

　
　
　

老
い
た
る
わ
れ
を
励
ま
す
ご
と
く

　
　
　
　
　
　

八
潮
七　
　

狩
野　
　

敏

陽
だ
ま
り
に
青
く
芽
を
出
す
蕗
の
茎

　
　
　

春
の
便
り
に 
旬 
の
匂
い
を

し
ゅ
ん

　
　
　
　
　
　

中
央
一　
　

猪
瀬　

利
助

新
年
を
祝
う
心
は
変
わ
ね
ら
ど

　
　
　
 
懐 
淋
し
不
況
の
嵐

ふ
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　

南
川
崎　
　

松
谷　

永
子

い
ぬ
ふ
ぐ
り
畑
の
畦
の
日
溜
ま
り
で

　
　
　

春
も
間
近
と 
微  
笑 
み
か
け
る 

ほ
ほ 

え

　

短
歌

　
　
　
　
　
　

八
潮
七　
　

佐
藤　

千
和

節
分
に
浅
草
寺
に
て
福
豆
が

　
　
　
 
入 
り
て
う
れ
し
我
が
ポ
ケ
ッ
ト
に

は
い

　
　
　
　
　
　

木
曽
根　
　

岡
村　

富
子

バ
ス
待
ち
し
黒
く
伸
び
た
る
人
影
に

　
　
　

た
わ
む
る
枯
葉
北
風
の
舞

　
　
　
　
　
　

八　

條　
　

種
村　

幸
子

そ
れ
ぞ
れ
が
共
に
老
い
た
り
わ
が
ま
ま
な

　
　
　

妻
に
も
な
れ
得
ず
君
は
六
十
路
に

　
　
　
　
　
　

中
央
一　
　

杉
山　

正
己

二
人
し
て
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り
ぬ
け

　
　
　

未
知
の
世
界
へ
入
り
行
く
な
り

　
　
　
　
　
　

中
央
一　
　

鈴
木　

宏
子

立
春
や
い
た
だ
き
物
の
初
イ
チ
ゴ

　
　
　

口
に
含
み
て
幸
せ
満
ち
る

　
　
　
　
　
　

中
央
三　
　

輪
島　
　

武

朝
刊
に
目
を
通
し
て
よ
り 
一 
眠
り

ひ
と

　
　
　

成
す
術
も
な
し
老
い
ゆ
く
身
に
は

　
�

　
　
　
　
　
　

木
曽
根　
　

古
根　

昌
明

雪
解
け
の
雨
垂
れ
春
の
リ
ズ
ム
打
ち

　
　
　
　
　
　

緑
町
五　
　

藤
波　

ふ
み

 
一  
日 
ご
と
土
ほ
ぐ
れ
く
る
春
の
庭

ひ
と 

ひ

　

俳
句

　
　
　
　
　
　

八
潮
七　
　

小
倉　

孝
義

ひ
な
祭
り
大
和
の
調
べ
流
れ
お
り

　
　
　
　
　
　

八
潮
七　
　

石
井　

忠
枝

梅
園
の
梅
の
香
り
に
深
呼
吸

　
　
　
　
　
　

中
央
一　
　

斎
藤　

富
吉

降
り
出
し
は
い
つ
も
淑
や
か
冬
の
雨

　
　
　
　
　
　

八
潮
二　
　

近
藤　

寛
一

寂
し
さ
も
風
の
お
し
あ
い
過
疎
の
春

　
　
　
　
　
　

柳
之
宮　
　

尼
ヶ
崎
友
江

八
十
路
越
え
す
こ
や
か
な
れ
と
鬼
は
外

　
　
　
　
　
　

大
曽
根　
　

横
山　

英
道

切
通
し
抜
け
て
湯
島
や
梅
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　

八　

條　
　

杉
村　

知
香

朝
の
陽
に 
雪  
解  
雫 
の
さ
ざ
め
き
て

ゆ
き 

げ 

し
ず
く

　
　
　
　
　
　

大
曽
根　
　

小
倉　

義
孝

甘
酒
に
し
ば
し
を
想
う
初
節
句

　
　
　
　
　
　

八
潮
二　
　

近
藤
し
げ
い

花
咲
け
ど
不
況
に
春
は
ま
だ
遠
し

　
　
　
　
　
　

大
曽
根　
　

藤
郷
千
代
子

野
水
仙
水
平
線
を
見
つ
め
た
る

　
　
　
　
　
　

大
曽
根　
　

椎
野
さ
ち
子

汚
れ
な
き
幼
児
の
瞳
に
凧
の
舞

　
　
　
　
　
　

伊　

草　
　

井
上　

進
寿

昨
日
よ
り
今
朝
の
明
る
さ
春
隣

　
　
　
　
　
　

伊
草
団
地　

高
橋　

桂
輔

我
が
家
で
は
僕
の
背
中
が
遊
園
地

　
　
　
　
　
　

八
潮
六　
　

菅
澤　
　

博

老
妻
と
き
よ
う
日
曜
日
朝
寝
す
る

　
　
　
　
　
　

大
曽
根　
　

寺
井　

時
子

し
と
し
と
と
降
る
雨
音
や
春
の
音

　
　
　
　
　
　

大　

瀬　
　

吉
川　

照
子

初
春
と
い
え
ど
も
春
は
ま
だ
遠
く

　
　
　
　
　
　
　

垳　
　
　

沼
野　

あ
い

〈
ゆ
た
ん
ぽ
〉
に
ほ
の
ぼ
の
想
う
夜
の 
幸 さち

　
　
　
　
　

鶴
ヶ
曽
根　

小
金
丸
美
智
子

流
し
雛
一
つ
一
つ
の
命
か
な　

　
　
　
　
　
　

伊　

草　
　

初
川　

れ
い

遠
筆
も
家
族
の
写
真
も
く
る
賀
状

　
　
　
　
　
　

中
央
二　
　

鳥
谷
征
太
郎

正
月
や
羽
つ
く
音
の
心
地
よ
さ　
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人権それは�愛
【春の訪れ】

　肌寒さのなかにも、だんだんと暖かさを感じ

る季節。

　この頃は、桜が咲くのを前に卒業、進級、就

職など人生の節目を迎える時期であり、別れや

新たな出会いを私たちは多く経験する時期でも

あると思われます。

　「多くの涙もあり、そして笑顔もあり。」

　そんな光景をみていると、『ああ、本当に人と

して生まれてよかったなあ。』と皆さん感じませ

んか。

　しかし、最近では突然のリストラにより職や

住まいを失ってしまった人や採用の内定を取り

消されてしまった人、また、子が親を殺してし

まうなど、悲しい事件が後を絶ちません。

　社会や経済の不安がつづくと人の気持ちも不

安定になり、真っ先に“弱い”立場にある人た

ちへの虐待や差別といった人権侵害が多く起き

てしまうのはたいへん残念なことであり、決し

て許されることではありません。

　誰もが幸せに暮らせるよう、お互いを思いや

り、尊重しながら共に生きる社会を築き、それ

ぞれの春の訪れを待ちたいものです。

□問 社会教育課�◯内 ３６５
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